
カーボンニュートラル（CN）は、もはや企業の任意の取り組
みではなく、社会全体の課題となりつつある。株式会社三静工
業さまでは、短期的な採算だけを追うのではなく、会社方針と
してCNへの取り組みを全社員が理解し、同じ方向を向くこと
を重視している。時には生産を止めてでも社内教育を実施し、
会社一丸となって推進体制を整えてきたことが特徴である。

その結果、中小企業SBT認定※を取得。2021年を基準年と
して2030年までにCO2 排出量 2,000トン削減を目標に掲
げている。こうした取り組みは、単なるコスト削減にとどまら
ず、企業体質の強化にもつながり、損益分岐点売上高の低減
など経営面でも前向きな成果が見え始めている。今後も新技
術の検討に加え、取引先や地域との連携を広げながら、脱炭
素社会の実現に貢献していく。
※中小企業のCO2排出削減目標が科学的根拠に基づいていると認められる国際
認定であり、事業活動を通じた脱炭素化への貢献を示すもの。

株式会社三静工業さまはSZP（SANSEI ZERO Carbon 
PROJECT）を立ち上げ、全社員参加を前提に、現場の改善を
積み重ねることで脱炭素を“継続可能な仕組み”へと落とし込ん
でいる。
2021年から2024年にかけては、全社 LED 化に加え、溶解

保持炉の省エネルギー化、さらに新生産管理システムの導入に
よる在庫の適正化など、複数の領域で省エネ施策を実行。組織
全体で問題箇所を探り、改善の打ち手を増やしてきた。
その結果、3年間でCO2 排出量1,055トン、原油換算600kL

の削減を達成。さらに2025年度も削減目標を達成するなど、
取り組みは一過性ではない。その中で、ぬましんサステナビリ
ティ・リンク・ローン（ぬましん SLL）と出会い、脱炭素実現のた
めの資金として活用していくこととなった。
こうした活動は外部からも評価され、2025年省エネ大賞

において中小企業庁長官賞※を受賞。今後も全社員一丸とな
り、脱炭素社会に向けた挑戦を加速させていく。
※省エネ大賞とは、優れた省エネの取り組みを表彰する制度。中小企業庁長官賞の
受賞は全国で株式会社三静工業さま1社のみ。

ぬましんサステナビリティ・リンク・ローン（ぬましん SLL）の
導入は、株式会社三静工業さまにとって単なる資金調達にとど
まらず、脱炭素目標をより明確にし、継続的に見直していく契機
となった。当金庫との対話を通じ、目標の達成基準の設定やそ
の達成可能性について客観的な視点から議論を重ねることで、
実現性と挑戦性のバランスが取れた目標設計が可能となった。
また、進捗管理においても定期的なコミュニケーションが図ら
れることで、単年度ではなく中長期的な視点での経営改善に
つながっている。当金庫との協働により、株式会社三静工業さ
まの取り組みが第三者的に整理・可視化されることは、社内の
意識改革にも寄与しており、ぬましんSLLは経営の質を高め
る重要な仕組みであると認識している。

カーボンニュートラルが生む
新たな企業価値

株式会社三静工業さまは、1966
年の創業以来、設計から鋳造、機械
加工までを一貫して担うダイカストメ
ーカーとして歩んできた。なかでもエ
ネルギー消費の大きいアルミダイカ
スト製造においては「環境に配慮し
たものづくり」を軸に、持続可能な生
産体制の構築に取り組んでいる。
また、企業の社会的責任の一環と
して、2026年度中の「独自のカーボ
ンフットプリント確立」を目標に掲げ、
環境負荷の可視化とさらなる低減に
向けた挑戦を続けている。

環境負荷の見える化に挑む
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全社員参加の脱炭素プロジェクトで
成果を積み上げる 

ぬましんSLLを通じた
沼津信用金庫との対話 

ゼロへの挑戦、全員で。
̶ 株式会社三静工業さまのカーボンニュートラル戦略 ̶

【企業案内】
●企業名：株式会社三静工業　●代表取締役社長：向坂　政明　●本社所在地：静岡県三島市松本181　●設立：1966年2 月　
●主要製品：自動車・工作機械・情報通信機器・電気機器部品のアルミニウムおよびマグネシウム鋳造品

ぬましんサステナビリティ・リンク・ローン（ぬましん SLL）
●対象者：法人事業者さま　●資金使途：運転資金・設備資金（資金使途に限りはなし）
●融資金額：1千万円～3億円以内　●融資期間：10年以内
●目的：企業の持続可能な経済活動の促進を目的に、取引先事業者さまの脱炭素経営の実現に向けて、CO2 排出量を重要業績評価指標と

したうえで、サステナビリティ・パフォーマンス・ターゲットを設定し、その達成状況に応じて、金利が変動する仕組み。

　2020年7月に当金庫が運営
する“まちづくりプラット
フォーム”の第1号として開設されたぬましんCOMPASS 
NUMAZUは、2025年7月に開設5周年を迎えました。大学や
高等専門学校などと連携協定を締結し、地域人材の育成や地
域課題の解決など、交流を通じて産学官民の繋がりを深めて
おります。

　ぬましんCOMPAS S  
GOTEMBAは「学校の外にも
う一つの『キャンパス』を。」をコンセプトとしており、地域
学生たちのフリースペースとしても活用されております。
2025年11月には御殿場を訪れるワーカーや地元団体向け
の支援としてコワーキングスペース（ドロップイン）とレン
タルスペースの有料貸出業務を開始しました。

　ぬましんCOMPAS S  
SHUZENJIは、昼間は伊豆を
拠点に働く方へ、夕方は学生

の自習スペースとして使えるコワーキング・レンタルス
ペースです。Wi-Fi完備で学生は無料で使用できます。

国立沼津工業高等専門学校 2020年7月

2024年7月

2024年8月

沼津高専サテライト
オフィス「N-com」

沼津イノベーションオフィス

Kendai-com

国立大学法人静岡大学

静岡県公立大学法人

連携協定締結先 オフィス名 開所日

　「ぬましんCOMPASS」は沼津信用金庫が運営するシェア
オフィス・コワーキングスペース・ワークショップスタジオの
機能が1つとなった、まちづくりプラットフォームです。

まちづくりプラットフォーム　
ぬましんCOMPASS
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